
小数のかけ算

めあて：小数のかけ算ができる。
 　　　　　　　

５年　⑥５年　うでだめシート

名前

　５年　　組　　番

1　小数点を書き、正しい積に書きかえましょう。
　　①　　　　　８.１４

×　　　２.６
２１１６４

　

　③ 　　3　　
×1.２６　　

　　　３７８　　
　

② 　　４.８
×　６.５
３１２０

④　　　　　９０
×０.０７９
７１１０

　 　 ５ ４

× ６ ８

2　64×39＝2496 をもとにして、下の積を求めましょう。
　①　6.4×3.9　　　　　　  ②　0.64×3.9　　　　　　③　６４×０.３９

3　筆算で計算しましょう。

4　積が６より小さくなるのはどれですか。すべて選び、記号で答えましょう。
　ア　6×0.98　　　 イ　6×1.05　　
　ウ　6×0.51　　　 エ　6×0.01

6　１mの重さが 12.5gのはり金があります。
　このはり金 6.4ｍの重さは何 gですか。

①　5４×6.8 ②　0.18×4.9 ③　2.4×0.75

.

　式

答え

答え

答え

答え

答え

記号

記号

記号

記号

0

0 1

（g）

（m）

×　

×　

　かけ算の性質を使えば、整数のかけ算で考えられるね。

　7.3にも 2.7にも
1.8をかけているね

　9.9は、
10－0.1だね。

　25.5は、
25＋0.5だね。

5　①～④の計算は、　　の中のどのきまりを使うと計算がかんたんになりますか。
　選んだきまりの記号を　の中に書き、そのきまりを使って計算しましょう。

　　Ⓐ　■×●＝●×■　　　　　　　　　　
　　Ⓑ　（■×●）×▲＝■×（●×▲）
　　Ⓒ　（■＋●）×▲＝■×▲＋●×▲　　
　　Ⓓ　（■―●）×▲＝■×▲－●×▲

①２.４×４×２.５ ②７.３×１.８＋２.７×１.８

③２５.５×４ ④９.９×１５

数直線の図を使って考えてみよう
めあて：数直線の図を使って□を求める式が
　　　　どんな式になるかがわかる。

５年　⑤５年　うでだめシート

名前

　５年　　組　　番

2　８mの重さが 1200g のホースがあります。
　このホース１mの重さを求める式は、1200÷8になります。
　　この式が正しい理由を数直線を使って説明しましょう。
　①　まず、長さと重さの関係を考えて、数直線の にあてはまる数を書きます。

　③　A　のところを見ると、７mのねだんを求める式が　　　　　　　　　　 で
　　正しいことがわかります。

A

　④　７mのねだんは、　　　　　　　　　　　です。

　⑤　1mの重さは　　　　　　　　　　　です。

0

0 1

（g）

（m）

　②　次に、求めるねだんは、１mのねだんの何倍になっているかを考えて、
と　にあてはまる数を書きます。

0

0 1

（g）

（m）

×　

×　

A

　③　　　のところを見て、□と1200の関係を表す式を書くと

　　　　　　　　　　　　　　 となります。

A

　④　この式から□を求める式は　　　　　　　　　となります。

　②　次に、求める重さ（1mの重さ）を　gとし、8mがもとにする長さの
　　何倍になっているかを考えて　にあてはまる数を書きます。

0

0 1

（円）

（m）

×　

×　

A

0

0 1

（円）

（m）

1　１mのねだんが60円のリボンがあります。このリボンを７m買ったときの
　代金を求める式は、60×７になります。

　①　まず、長さとねだんの関係を考えて、数直線の　にあてはまる数を
　　書きます。

　代金は、リボンの長さに
比例するから、長さが２倍、
３倍、…になれば、代金も
２倍、３倍、…になるね。

1200

8


